
児
童
手
当
現
況
届
は
お
早
め
に

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
届
け
は
、
受
給
者

に
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
６

月
１
日
現
在
に
お
け
る
状
況
を
記

載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

給
す
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
提

出
が
な
い
場
合
、
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
６
月
分
以
降
の
手
当

（
平
成
29
年
10
月
支
給
分
か
ら
）

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
期
日
内
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
受
付
期
間

　

６
月
５
日
（
月
）
～
30
日
（
金
）

○
提
出
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

役
場
総
合
管
理
課
（
指
江
庁
舎
）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
現
況
届

　

②
児
童
手
当
に
係
る
学
校
給
食

　

費
な
ど
の
徴
収
に
関
す
る
申
出
書

　

③
印
鑑

　

④
受
給
者
の
健
康
保
険
証
ま
た

　

は
年
金
加
入
証
明
書

（
国
民
年
金
以
外
の
人
）

※
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
も
の

○
平
成
29
年
１
月
１
日
時
点
で
町

内
に
住
所
が
な
か
っ
た
人

　

平
成
29
年
度
児
童
手
当
用
所
得

　

証
明
書
（
平
成
29
年
１
月
１
日

　

時
点
で
住
所
の
あ
っ
た
市
区
町

　

村
で
発
行
さ
れ
ま
す
）

○
児
童
と
別
居
さ
れ
て
い
る
人

　
（
住
民
票
が
別
住
所
と
な
っ
て
い
る
人
）

　

別
居
し
て
い
る
児
童
の
住
民
票

　

謄
本
、
別
居
監
護
申
立
書
、
別

　

居
し
て
い
る
児
童
の
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
（
マ

　

イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
）
な
ど

○
振
込
口
座
を
変
更
し
た
い
人

　

受
給
者
名
義
の
預
金
通
帳

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

あ
な
た
の
住
ま
い
は
安
全
で

す
か
？

～
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業
～

　

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

事
業
と
は
、
が
け
地
の
崩
壊
な
ど

に
よ
り
、
住
民
の
生
命
に
危
険
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
土
地
に

建
っ
て
い
る
住
宅
を
、
安
全
な
場

所
に
移
転
す
る
た
め
、
国
と
県
お

警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
受
験
者

を
募
集

　

鹿
児
島
県
警
察
で
は
、
警
察
官

Ｂ
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）
採
用

試
験
の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

鹿
児
島
県
警
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
次
の
と
こ
ろ
へ

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
受
付
期
間

　

８
月
２
日
（
水
）
～
18
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
警
察
本
部
採
用
係

　

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
０
１
１
０

　

阿
久
根
警
察
署

　

☎
（
73
）
０
１
１
０

自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
自

衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

〇
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

・
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

・
受
付
期
間

　

７
月
１
日（
土
）～
９
月
８
日（
金
）

〇
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
）

・
受
験
資
格

　

海
上

　

高
卒
（
見
込
含
）
23
歳
未
満
の
人

　

航
空

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
人

・
受
付
期
間

　

７
月
１
日（
土
）～
９
月
８
日（
金
）

〇
自
衛
官
候
補
生

・
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

・
受
付
期
間

　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　

薩
摩
川
内
出
張
所

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
４
０
１

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
体
験
入
校
生
募
集

※
平
成
29
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

中
・
高
校
生
、
一
般
を
対
象
に

木
工
・
建
築
大
工
の
体
験
入
校
生

を
募
集
し
ま
す
。

○
開
催
日　

８
月
１
日
（
火
）

○
申
込
期
限　

７
月
26
日
（
水
）

○
対
象
者

　

中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
（
お

お
む
ね
30
歳
ま
で
の
人
）

○
募
集
人
員　

先
着
30
人

○
参
加
費　

無
料

・
中
・
高
校
生
は
学
校
を
通
じ
て
、

事
前
に
当
校
に
確
認
の
う
え
、
Ｆ

よ
び
町
が
移
転
者
に
危
険
住
宅
の

除
去
な
ど
に
要
す
る
費
用
と
、
新

た
に
建
設
ま
た
は
購
入
す
る
住
宅

に
要
す
る
経
費
（
金
融
機
関
か
ら

融
資
を
受
け
た
借
入
金
の
利
子
相

当
額
）
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

す
る
制
度
で
す
。

○
補
助
の
内
容

　

①
危
険
住
宅
の
撤
去
お
よ
び
移
転

　
　
（
上
限
80 
万
２
千
円
）

　

②
危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の

　

建
設
な
ど
は
、
金
融
機
関
か
ら

　

融
資
を
受
け
た
場
合
の
借
入
金

　

の
利
子
相
当
額
（
上
限
７
２
２ 

　

万
７
千
円
）

○
対
象

　

①
災
害
危
険
区
域

　

②
県
の
建
築
基
準
法
施
行
条
例

　

に
基
づ
く
が
け
の
区
域

　

③
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

○
そ
の
他

　

①
危
険
住
宅
居
住
者
の
親
族
が

　

居
住
者
の
た
め
に
住
宅
を
建
設

　

ま
た
は
購
入
す
る
場
合
も
対
象

　

と
な
り
ま
す
。

　

②
危
険
住
宅
を
撤
去
し
、
公
営

　

住
宅
に
入
居
し
た
り
親
族
の
住

　

宅
に
同
居
す
る
場
合
も
、
事
業

　

の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
空
き

　

家
の
撤
去
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
建
設
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

県
建
築
課
監
察
指
導
係

　

☎ 

０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
１
１

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　

消
防
法
施
行
令
第
３
条
に
規
定

す
る
甲
種
防
火
対
象
物
の
防
火
管

理
に
関
す
る
講
習
の
う
ち
、
甲
種

防
火
管
理
新
規
講
習
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

○
講
習
日
時

　

７
月
27
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
場
所

　

阿
久
根
市
民
会
館
第
１
会
議
室

○
募
集
人
員　

30
人

○
受
講
申
込
受
付
期
間

　

６
月
12
日（
月
）～
７
月
３
日（
月
）

　

※
郵
送
に
つ
い
て
は
、
７
月
３
日

　
　

消
印
有
効

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９
［
直
通
］

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３
［
直
通
］

Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

・
申
込
書
は
県
内
の
各
中
学
・
高

等
学
校
、職
業
安
定
所
、当
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
６
（
53
）
０
２
０
７

自
動
車
の
不
正
改
造
は
犯
罪

で
す

　

自
動
車
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な

い
移
動
手
段
と
な
っ
て
い
る
の
み

な
ら
ず
、
娯
楽
の
道
具
と
し
て
も

認
識
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

部
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
①
灯
火
の
色

が
不
適
切
な
灯
火
器
お
よ
び
回
転

灯
な
ど
の
取
り
付
け
②
運
転
者

席
・
助
手
席
の
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着

色
フ
ィ
ル
ム
の
貼
り
付
け
③
タ
イ

ヤ
、
ホ
イ
ー
ル
の
車
体
（
フ
ェ
ン

ダ
ー
）
外
へ
の
は
み
出
し
④
基
準

外
ウ
ィ
ン
グ
（
エ
ア
・
ス
ポ
イ

ラ
）
の
取
り
付
け
⑤
マ
フ
ラ
ー
の

切
断
・
取
り
外
し
ま
た
は
基
準
不

適
合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着
な
ど
の
不

正
改
造
を
施
さ
れ
た
車
両
が
存
在

し
、
国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を

脅
か
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
不
正
改
造
に
つ
い
て

は
、
改
造
を
実
施
す
る
こ
と
、
改

造
さ
れ
た
自
動
車
を
走
行
さ
せ
る

こ
と
の
両
方
が
法
律
に
よ
り
禁
じ

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
違
反
す
る

と
整
備
命
令
の
交
付
を
受
け
た

り
、
罰
金
な
ど
の
対
象
と
な
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
れ
ら
の

不
正
改
造
を
排
除
し
、
車
両
の
安

全
確
保
お
よ
び
環
境
保
全
を
図
る

た
め
６
月
を
「
不
正
改
造
車
を
排

除
す
る
運
動
」
強
化
月
間
と
し

て
、
関
係
省
庁
、
自
動
車
関
係
団

体
な
ど
と
協
力
し
て
重
点
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
不
正

改
造
の
防
止
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
排
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

不
正
改
造
車
を
見
か
け
た
ら
、

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
「
不
正
改
造
車
・
黒
煙
１
１
０
番
」

　
（
国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局
鹿

児
島
運
輸
支
局
整
備
部
門
）

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
９
１
９
４
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